
咋
年
度
末
、
熊
本
の
同

志
社
ゆ
か
り
の
地
を
お
と

ず
れ
る
機
会
を
幸
い
に
も

持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
熊
本
バ
ン
ド
育
て
の

親
、
キ
ャ
。
フ
テ
ン
・
ジ
エ

ー
ン
ズ
の
旧
邸
の
そ
の
後

な
ど
に
つ
い
て
、
簡
単
で

す
が
、
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
写
真
を
見
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
三
月
十
八
日
、
熊
本
の

文
化
・
教
育
・
芸
術
面
で
、
御
活
躍
の
荒
木
精
之

氏
1
か
っ
て
人
文
研
で
「
熊
本
バ
ン
ド
」
研
究
を

し
た
折
、
伺
志
社
関
係
者
が
色
々
と
お
世
話
に
な

つ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
ー
の
お
宅
に
、
個
人
的

な
縁
古
で
あ
り
ま
し
た
が
、
参
上
、
午
後
か
ら
の

御
予
定
を
す
っ
か
り
空
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
早
速

畠
ら
御
案
内
い
た
だ
い
た
り
し
た
次
第
で
す
。

島
崎
町
霊
樹
庵
の
蘇
峰
髮
饗
徳
富
蘇
峰
が
か

つ
て
学
び
又
泉
の
水
を
汲
ん
だ
と
い
う
兼
坂
止
水

の
塾
跡
や
長
命
水
と
名
付
け
ら
れ
た
泉
、
花
岡
山

の
熊
本
バ
ン
ド
記
念
の
奉
教
碑
等
を
御
案
内
い
た

.
邑

■
■

だ
い
た
後
、
市
の
社
会
教
育
課
へ
、
こ
こ
か
ら
は

係
長
鈴
木
喬
氏
も
御
一
緒
く
だ
さ
れ
、
横
井
小
楠

ゆ
か
り
の
小
楠
公
園
、
大
江
義
塾
跡
と
そ
の
地
に

あ
る
徳
富
記
念
館
、
熊
本
洋
学
校
跡
、
熊
本
英
学

校
跡
(
明
治
二
十
年
t
二
十
九
年
、
海
老
名
弾
正

が
校
長
、
徳
富
芦
花
や
内
村
鑑
三
ら
が
教
師
で
あ

つ
た
)
、
竹
崎
順
子
で
知
ら
れ
る
熊
本
女
学
校
(
現

在
の
大
江
高
校
の
前
身
)
跡
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
旧
邸

即
ち
洋
学
校
教
師
館
を
御
案
内
い
た
だ
い
た
。

ジ
エ
ー
ン
ズ
旧
邸
の
た
ど
っ
た
歴
史
は
御
覧
の

写
真
の
通
り
で
あ
っ
て
、
県
と
熊
本
市
と
民
間
有

志
三
者
の
協
力
に
ょ
っ
て
昭
和
四
十
六
年
、
水
前

寺
公
園
に
洋
学
凝
器
(
忌
記
念
館
)

こ
需
は
鵡
治
四
年
西
虐
↑
八
七
一
年
熊

移
築
が
な

蠢
寺
舎
憾
の
高
台
焦
本
洋
裳
の
敷
師

つ
た
と
の

の
宅
L
 
靈
ぎ
瓢
,
メ
リ
カ
人
教
師
の

こ
と
で
シ
'
↓
ン
大
が
餌
治
九
奪
烹
t
祥
K
た
,
隻
+
隼

西
南
の
て
条
筏
築
5
露
征
村
大
描
督

(
す
ぐ
隣
 
1
盆
未
、
、
藷
彰
本
脅
車
ら
武

に
は
激
石
灸
.
¥
の
と
キ
、
佐
野
常
艮
.
大
金
極
ら
は
凄
誕

1
 
模
キ
饗
雙
彼
身
音
木
志
十
学
社
)
の
創

旧
邸
の
一

い
出
t
'
許
左
.
ぞ
.
県
庄
の

終
讐
赫
な
小
,
南
反
急
リ
.
路
和
六
年
R

つ
も
移
築

稔
査
町
の
忌
1
、
,
系
さ
に

さ
れ
て
い

昭
和
四
,
玉
隼
現
恋
地
糎
元
さ
餐
も
の
イ
あ
毛

賜
和
四
゛
六
二
月

る
)
開
館

熊
本
市

は
今
し
ば

熊
木
市
光
会

ら
く
(
来

泓.
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